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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年10月25日(2018.10.25)

【公開番号】特開2018-26365(P2018-26365A)
【公開日】平成30年2月15日(2018.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-006
【出願番号】特願2017-219096(P2017-219096)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/134    (2010.01)
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   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/70     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/66     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/74     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/80     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/134    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0566   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0569   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0568   　　　　
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ    4/70     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ    4/66     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ    4/74     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ    4/80     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔性金属集電体と、
　前記金属集電体に形成された気孔に挿入されたリチウム金属と、を含むリチウム二次電
池用リチウム電極であって、
　前記リチウム金属は、前記リチウム電極の全体重量を基準に、１～５０重量％であり、
　前記金属集電体は、銅、ニッケル、鉄、クロム、亜鉛及びステンレススチールからなる
群より選択されるいずれか一種、またはこれらの二種以上の混合物で形成されることを特
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徴とするリチウム二次電池用リチウム電極。
【請求項２】
　前記金属集電体の気孔度は、５０～９９％であることを特徴とする請求項１に記載のリ
チウム二次電池用リチウム電極。
【請求項３】
　前記気孔の大きさは、５～５００μｍであることを特徴とする請求項１に記載のリチウ
ム二次電池用リチウム電極。
【請求項４】
　前記金属集電体は、金属メッシュまたは金属フォームであることを特徴とする請求項１
に記載のリチウム二次電池用リチウム電極。
【請求項５】
　正極、負極及び前記正極と前記負極との間に介されたセパレーターを含む電極組立体と
、
　前記電極組立体を収容する電池ケースと、
　前記電池ケースに内蔵され、前記電極組立体を含浸する非水電解液と、を含むリチウム
二次電池であって、
　前記負極は、請求項１乃至４のうちいずれか一項に記載のリチウム二次電池用リチウム
電極であるリチウム二次電池。
【請求項６】
　前記正極は、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４、ＬｉＣｏＰＯ４、ＬｉＦ
ｅＰＯ４、ＬｉＮｉＭｎＣｏＯ２及びＬｉＮｉ１－ｘ－ｙ－ｚＣｏｘＭ１ｙＭ２ｚＯ２（
Ｍ１及びＭ２は、相互独立的にＡｌ、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｖ、Ｃｒ、Ｔｉ、Ｗ、Ｔ
ａ、Ｍｇ及びＭｏからなる群より選択されるいずれか一種であり、ｘ、ｙ及びｚは、相互
独立的に酸化物組成元素の原子分率であって、０≦ｘ＜０．５、０≦ｙ＜０．５、０≦ｚ
＜０．５、ｘ＋ｙ＋ｚ≦１である）からなる群より選択されるいずれか一種、またはこれ
らの二種以上の混合物である正極活物質を含むことを特徴とする請求項５に記載のリチウ
ム二次電池。
【請求項７】
　前記セパレーターは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン、ポリペンテン、
ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエステル、ポリアセタ
ール、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリ
エーテルスルホン、ポリフェニレンオキサイド、ポリフェニレンスルファイド、及びポリ
エチレンナフタレートからなる群より選択されるいずれか一種、またはこれらの二種以上
の混合物からなる多孔性基材であることを特徴とする請求項５に記載のリチウム二次電池
。
【請求項８】
　前記非水電解液は、有機溶媒及び電解質塩を含むことを特徴とする請求項５に記載のリ
チウム二次電池。
【請求項９】
　前記有機溶媒は、エチレンカーボネート（ＥＣ）、プロピレンカーボネート（ＰＣ）、
１，２－ブチレンカーボネート、２，３－ブチレンカーボネート、１，２－ペンチレンカ
ーボネート、２，３－ペンチレンカーボネート、ビニレンカーボネート、ビニルエチレン
カーボネート、フルオロエチレンカーボネート（ＦＥＣ）、ジメチルカーボネート（ＤＭ
Ｃ）、ジエチルカーボネート（ＤＥＣ）、ジプロピルカーボネート、エチルメチルカーボ
ネート（ＥＭＣ）、メチルプロピルカーボネート、エチルプロピルカーボネート、ジメチ
ルエーテル、ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、メチルエチルエーテル、メチルプ
ロピルエーテル、エチルプロピルエーテル、メチルアセテート、エチルアセテート、プロ
ピルアセテート、メチルプロピオネート、エチルプロピオネート、プロピルプロピオネー
ト、γ－ブチロラクトン、γ－バレロラクトン、γ－カプロラクトン、σ－バレロラクト
ン及びε－カプロラクトンからなる群より選択されるいずれか一種、またはこれらの二種
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以上の混合物であることを特徴とする請求項８に記載のリチウム二次電池。
【請求項１０】
　前記電解質塩は、陰イオンとして、Ｆ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＮＯ３

－、Ｎ（ＣＮ
）２

－、ＢＦ４
－、ＣｌＯ４

－、ＰＦ６
－、（ＣＦ３）２ＰＦ４

－、（ＣＦ３）３ＰＦ３
－、（ＣＦ３）４ＰＦ２

－、（ＣＦ３）５ＰＦ－、（ＣＦ３）６Ｐ－、ＣＦ３ＳＯ３
－、

ＣＦ３ＣＦ２ＳＯ３
－、（ＣＦ３ＳＯ２）２Ｎ－、（ＦＳＯ２）２Ｎ－、ＣＦ３ＣＦ２（

ＣＦ３）２ＣＯ－、（ＣＦ３ＳＯ２）２ＣＨ－、（ＳＦ５）３Ｃ－、（ＣＦ３ＳＯ２）３

Ｃ－、ＣＦ３（ＣＦ２）７ＳＯ３
－、ＣＦ３ＣＯ２

－、ＣＨ３ＣＯ２
－、ＳＣＮ－及び（

ＣＦ３ＣＦ２ＳＯ２）２Ｎ－からなる群より選択されるいずれか一種、またはこれらの二
種以上を含むことを特徴とする請求項８に記載のリチウム二次電池。
【請求項１１】
　前記電池ケースは、円筒状、角形、パウチ型またはコイン型であることを特徴とする請
求項５に記載のリチウム二次電池。
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